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2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催まで、残すところ2年足らずとなった。
日本の表玄関として成田空港が、

選手や関係者など多くの皆さまを安全かつ円滑に受け入れ、そして送り出すため、
NAAは大会に向けた基本方針と具体的な取り組み計画を取りまとめ、万全の態勢で準備を進めている。

東京オリンピック・パラリンピックの対応を万全に

空港の安全・安定運用に向け基本計画などを策定

　オリンピックは2020年7月24日〜8月9日の日程で
33競技、パラリンピックは8月25日〜9月6日の日程で
22競技が展開される。大会開催期間中とその前後に
は世界中から多くの選手、関係者や観客の皆さまが成
田空港を利用する。さらに夏季繁忙期と重なるため、
通常時を上回るお客さまの利用が想定されている。
　NAAはこの東京オリンピック・パラリンピックを成田
空港のさらなる飛躍・発展への大きなチャンスと捉え
ており、将来を見据えた機能強化やさらなる利便性・
快適性の向上につなげていくこととしている。
　この考え方を踏まえて策定した基本方針では、①安
全・安定運用の徹底、②選手・関係者の安全確保やス
ムーズな移動の実現、③ユニバーサルデザインのさらな
る充実、④おもてなしの心でお迎え――の4点を主なポ
イントとしている。これに基づき、国や組織委員会、空
港内事業者など関係機関と連携しながら、大会を万全
の態勢で迎えるための取り組みを着実に進めている。

帰国時の対応で臨時ターミナルを整備

　安全・安定運用の徹底においては、すべてのお客さ
まが安心・安全に空港をご利用いただけるよう保安検
査体制を強化する。非金属製の異物も検知可能となる
ボディスキャナー（計22台を各ターミナルに設置済み）
に加えて、爆発物を自動的に検知し、3D映像で全方向
からモニター確認が可能なCT（コンピューター断層撮

影）型のX線検査装置を2019年度末までに7台導入す
るなどの対策を講じる。
　選手・関係者の安全確保やスムーズな移動の実現
では、閉会式翌日から一斉に帰国する選手・関係者に
対応するため、臨時ターミナルを2カ所整備する。臨時
ターミナルは第2ターミナル内の既存の施設を活用し
て、第1ターミナル航空会社用（約2200㎡）と第2ター
ミナル航空会社用（約1750㎡）の2カ所を整備する。
　また、選手村で航空会社が事前にチェックインを行
い、そこで預けられた手荷物の保安検査・仕分け・一
時保管を行う臨時手荷物集積所を空港内に確保する。
　ユニバーサルデザインのさらなる充実では、ターミ
ナル内の主要動線において、エレベーターの増設（2
カ所）と機能増強（2カ所）を行うとともに、お客さまご
自身の車いすで移動できる範囲が可能な限り広がるよ
う、搭乗ゲート付近に車いす等の運搬用エレベーター
を、2020年以降実施分を含めて25カ所設置する。こ
のほか、お客さま用トイレの全面リニューアルや、第1・
第2ターミナルの大規模リニューアル（バリューアップ
計画）も進めている。
　さらに、世界各国から日本を訪れるお客さまをおも
てなしの心でお迎えするため、第1ターミナルと第2ター
ミナルの到着コンコース（合計で約250ｍ）において、
プロジェクターや液晶ディスプレイ等を活用し、“訪日
歓迎ムード”や“日本らしさ”を表現する空間演出を行う。

閉会式翌日に一斉に帰国する選手・関係者に対応するため臨時ターミナルも整備する
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